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2026年9月17日（木） 

報道関係者各位                                                        株式会社スガワラくん 
 

残業「月45時間」見直し、会社員の3人に2人が賛成 

4割弱は「もっと労働時間を減らしたい」 

賛成理由1位は「繁忙期の柔軟な働き方」 

～ 「月45時間」見直しのポイントを解説 ～ 
 

2026年9月から、労働基準監督署による残業時間の指導運用が見直され、「月45時間」を一律の基準とするのではな

く、36（サブロク）協定や労働者の健康状態などを踏まえて総合的に判断する運用へと変わりました。 

そこで、登録者数178万人超のYouTubeチャンネル『脱・税理士スガワラくん』を運営する税理士の菅原 由一は、全国の

20歳以上60歳未満の会社員（正社員）の男女を対象に、「残業ルール（月45時間）の運用見直し」に関する意識調

査を実施しました。 

また、本リリースでは、調査結果とともに、今回の運用見直しによって従業員に直接影響するポイントをわかりやすく解説しま

す。 

 

■調査概要 

調査期間：2026年9月8日 

調査手法：インターネット調査 

調査対象：20歳以上60歳未満の会社員（正社員）の男女全国 

サンプル数：480名（5歳刻みに男女各30名の均等割付） 

調査機関：Freeasy 

※本リリースの調査結果をご利用いただく際は、「脱・税理士スガワラくん 調べ」と必ずご明記ください。 
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■調査結果サマリー 

・「月45時間」の見直し、認知は約4割 

・「もっと働きたい」は1割超、4割弱は減らしたい 

・45時間ルールの見直し、3人に2人が「賛成」 

・賛成の理由は「繁忙期の柔軟な働き方」、反対は「長時間労働容認への懸念」が最多 

 

■調査結果 

まず、「労働基準監督署による『残業月45時

間ルール』の指導運用が見直され、条件を満た

せば柔軟な残業が認められることを知っていたか」

を聞いたところ、「よく知っていた」（12.3％）、

「概要だけ知っていた」（29.6％）となり、内容

をある程度把握している人は約4割

（41.9％）でした。一方、「聞いたことがある程

度」（27.9％）、「今回初めて知った（知らな

かった）」は3割（30.2％）にも上りました。 

今回の見直しは働き方に関わる制度変更で

すが、6割近くが詳しく知らない、または知らなかっ

たことから、制度の内容が十分に浸透しているとは言いにくい結果となりました。 

 

「現在の労働時間（通常の勤務時間と残業時間）について、どのように感じるか」を聞いたところ、「今くらいの労働時間がちょうど

よい」（48.5％）が最も多くなりました。一方、「もっと労働時間を減らしたい」は4割弱（38.1％）で、「今よりもっと働きたい」は1

割超（13.3％）でした。約半数は現在の労働時間を適正と感じている一方で、「減らしたい」人は「もっと働きたい」人の約3倍もい

ました。 

 

「今回の『残業月45時間ルール』の指導運用見直しについて賛成か反対か」を聞いたところ、「賛成」（16.0％）、「どちらかとい

えば賛成」（49.4％）となり、賛成派は6割（65.4％）を超えました。 

一方、「どちらかといえば反対」（24.4％）、「反対」（10.2％）で、反対派は3割超（34.6％）となり、約3人に2人が運用

見直しに賛成という結果になりました。 
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運用見直しに賛成した人に、その

理由を聞いたところ、最も多かったのは

「業務量が集中する時期に柔軟な働

き方ができるため」（37.6％）で、次

点は「働く時間の選択肢が増え、収

入を増やしやすくなるため」

（35.7％）となり、それぞれ3割を超

えました。 

また、「持ち帰り仕事やサービス残

業（隠れ残業）の解消につながるた

め」も2割（20.4％）となりました。 

これらのことから単純に残業時間を

増やして稼ぎたいだけでなく、仕事量に応じて働く時間を柔軟に調整したい、働いた分を適正に評価してほしいという意識が、賛成理

由として表れました。 

 

一方、運用見直しに反対した人で

は、「会社側が『長時間労働の容認』

と誤解して労務管理を緩める恐れが

あるため」（38.0％）が最多でした。

次いで「職場全体の残業時間が長期

化・固定化する懸念があるため」

（29.5％）、「過労や健康障害

（メンタル不調など）のリスクが高まる

ため」（16.9％）、「会社や上司か

らの残業指示を断りにくくなるため」

（15.1％）となりました。 

これらのことから、反対派は、制度

そのものよりも、企業が「残業を増やしてもよい」と誤って受け止め、長時間労働が常態化することを警戒しているということがわかりまし

た。 
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■「残業のルール変更」をスガワラくんがわかりやすく解説 

2026年9月から、残業時間に関する労働基準監督署の指導のあり方が見直されました。「月45時間以上の残業が解禁される」

「残業を増やしてもよくなった」と受け止める人もいますが、これは正確ではありません。 

現行のルールでは、時間外労働の限度時間は原則「月45時間・年360時間」です。今回変わったのは法律そのものではなく、労

働基準監督署が企業を指導する際の運用です。これまでのように「月45時間を超えているか」だけでなく、36（サブロク）協定の内

容や労働者の健康状態、職場環境なども踏まえて判断されるようになります。 

そこで、今回の変更が企業や働く人に与える影響について、わかりやすく解説します。 

 

●「月45時間」の本当の意味 

これまで労働基準監督署が企業を指導する際、「月 45 時間を超えているか」は重要な目安の一つでした。例えば、月 60 時間

の残業が発生していれば、「月 45 時間以内に抑えるように」と指導されるケースがあります。 

今回、この 45 時間という数字自体がなくなったわけではありません。指導の際に、45 時間を超えたかどうかだけで一律に判断する

のではなく、36（サブロク）協定や健康状態、職場環境なども含めて判断するようになるということです。 

 

●「45時間の壁」が緩む影響 

人手不足や業務量が変わらないまま残業抑制が弱まれば、これまで以上に残業をして仕事を終わらせるケースが増える可能性が

あります。 

また、これまで 45 時間を超えないように仕事を持ち帰ったり、サービス残業となっていた場合には、実際の労働時間が表に出てくる

可能性もあります。 

ただし、今回の変更によって企業が自由に残業を増やせるわけではありません。 

 

●残業は「本人の自由」ではない 

残業は、従業員が自分の判断だけで自由に決めるものではなく、基本的には会社の指示や管理のもとで行われます。会社には、

誰がどれくらい働いているのかを把握し、長時間労働になっていれば業務量や働き方を見直すことが求められます。 

また、残業申請をせずに残業を行っていたとしても、「申請をしていないから残業代を払わなくても良い」というわけではありません。実

際に会社の指示や管理のもとで働いていたのであれば、残業代の支払いが必要になる場合があります。 

 

●「もっと働きたい」人は13％ 

今回のルール変更を考えるうえで、忘れてはいけないのが、働き方に対する考え方は人によって異なるということです。 

今回の調査では、「今よりもっと働きたい」と考える人が 13.3％、「今くらいの労働時間がちょうどよい」が 48.5％、「もっと労働時

間を減らしたい」が 38.1％という結果でした。 

「もっと働いて収入を増やしたい」「仕事をたくさん経験したい」と考える人にとっては、働く時間の選択肢が広がる場合もあります。一

方で、労働時間を減らしたい人や、今くらいがちょうどよいと考える人にとって、職場全体で残業が増えることは必ずしも歓迎できませ

ん。 

だからこそ、「働きたい人がいるから残業を増やせばよい」という単純な話ではありません。会社は従業員一人ひとりの事情や健康面

にも配慮しながら、適切に労働時間を管理することが大切です。 

 

●長時間労働の解禁ではない 

今回の変更は、企業に長時間労働を無制限に認めるものではありません。36（サブロク）協定や労働時間の上限を守ること、
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従業員の健康に配慮すること、適切に残業代を支払うことは、これまでと同様に重要です。 

「45 時間のルールがなくなった」と誤解するのではなく、今回の変更が実際の働き方にどのような影響を与えるのかを正しく理解する

ことが大切です。 

 

■菅原 由一プロフィール 

1975年、三重県生まれ。東京都在住。お客様を黒字に導く節税と資金繰りの専門家。 

2022年12月に開設したYouTubeチャンネル『脱・税理士スガワラくん』は、登録者数178万人を突破。ブログ 『脱！税理士 

菅原のお金を増やす経営術！』は全国税理士ブログランキング第1位を獲得し、アメブロ【公式】トップブロガーに選任。 

講演実績は、Google、アパホテル、リコージャパン、ロバートキヨサキなど上場企業、外資系企業も含め1,000回を超え、各メディ

アからの取材も多数受ける。 

書籍『究極の資金繰り』『激レア資金繰りテクニック50』（共に幻冬舎）は、累計3.7万部のベストセラーとなる。2024年2月

22日に『タピオカ屋はどこへいったのか? 商売の始め方と儲け方がわかるビジネスのカラクリ』を発売。刊行から1年で累計発行部

数12万部を突破。 

ブログ：https://ameblo.jp/sannet/ 

YouTube：https://www.youtube.com/@datu-sugawara 

X：https://mobile.twitter.com/sugawara11 

Instagram：https://www.instagram.com/sugawara.smg 

Threads：https://threads.net/@sugawara.smg 

TikTok：https://vt.tiktok.com/ZSexq2jCP/ 

Facebook：https://www.facebook.com/yuichi.sugawara.5 

 

■会社概要 

商号：株式会社スガワラくん 

本社所在地：愛知県名古屋市中村区名駅南1-24-30 名古屋三井ビル本館7F 

代表者：代表取締役 堀江 芳紀 

設立年月日：2023年11月8日 

資本金：1,000,000円 

事業内容：セミナーの運営、YouTube、広告、コンサルティング 

URL：https://sugawarakun.com/ 
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